
第24回総会〕

９月30日

被服学II（構成・美学など）91

午後4:40～5:40

C-13　子ども服に関する諸要因　一着用色を中心にしてー

　　　　実践女大家政　　飯塚幸子　○石川早苗

　目的　美的感覚や良いセンスといったものは、人格形成の途上にある幼児期に釦い

て、衣服を通しても養われるものと思われる。特に母親と子ども○色彩嗜好と衣服の

色彩に関して研究した。

　方法　調査対象を１表のごとく質問紙により、母親、及び園児に記入してもらっべ

１表

色に問する回答は色名ではなく、発色材をクレ3 ン又は、パスと定め

ぬつてもらい、オストワルト体系に基づき分類した。　　これらのデー

タ一は、全体、年令、性別、園別の４種類に分類し、それぞれの連関

について、妙一検定を行たい比較、検討した。

　結果　母親と子どもに関する1 5 項目の検定より有意々連関が認められた2者の関

係は、１：子どもと母親の嗜好色の関係{ 4才児）、2 ；子どもの嗜好色と子どもが

喜んで着る色( 全体. 4才児) s：子どもが喜んで着る色と母親か子どもに似合うと

思う色（全体■ 5才･ 4才・女児）、4 ；母親が子どもに似うと思う色と子どもの嗜

好色（5才・男児）の４つの組合わせであった。　これらの関係から子どもが喜んで着

る色は、全体に%-いて子どもの嗜好色及び母親が子どもに似合うと思う色から影響さ

れると考へられ、４才児では母親の嗜好色が子どもの嗜好色に、さらにそれが、子ど

もが喜んで着る色に一影響していると思われる。

　特に3者の関係のうち子どもか喜んで着る色と、母親が子供忙似合うと思う色につ

いての連関が最も大であった。
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